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（@ja.hakusan）

白山農業協同組合
（@ja.hakusan）

JA白山
（@530vzuic）

（令和３年11月末実績参考）

組合員数  6,967名（団体含）

貯金残高 76,719百万円

貸出金残高 13,368百万円

長期共済保有高 1,869億円

購買品供給高 1,532百万円

販売品取扱高 643百万円

私たちの 無料税務相談会
■ 開 催 日 時

■ 開 催 場 所

令和４年１月25日㈫　
令和４年２月25日㈮　
JA白山  本店

■ お問い合わせ・お申込先 本店総務課 藤本
■ 顧問税理士 税理士 本田　英夫（㈱アーマス）

要予約

お申込み順に受け付けております。

FAX 273-0690TEL 272-3333
e-mail  soumu@hakusan.is-ja.jp

午前９時～12時（基本30分単位）

特 集 年頭のご挨拶

毎月JA白山の広報誌「JAだより」をご愛読いただきありがとうございます。
さて、誠に勝手ながら次号２月号を休刊とさせていただきますので、ご案内申し上げます。
２月の行事等につきましては、来月号の各支店だよりをご覧ください。
今後ともJAだよりをご愛読いただけますようお願い申し上げます。　　　　　 総務部

JAだより２月号休刊のお知らせ

今月は、お買物券付き
今年の干支は壬寅（みずのえとら）です。一説によると、壬寅には
「新しい成長の礎が生まれる」という意味があると言われています。

表紙の写真
寅の鉢植え

※ローンのご利用は、JA所定の資格・要件を満たす方に限らせていただきます。
※審査の結果、ローン利用のご希望に添えない場合もございますので、ご了承く
ださい。※ローン商品の詳しい内容につきましては、店頭に説明書をご用意して
おります。※店頭にて返済額の試算を承っております。※お借入時、繰上返済や
返済条件を変更する際には、別途JA所定の手数料が必要となる場合がございます。

●適用金利は金利情勢の
変化により見直しさせ
ていただく場合があり
ます。

●ご利用に際しては、組
合員加入のための出資
が必要になる場合がご
ざいます。
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本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
の
ほ
ど

　   

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

代
表
理
事
組
合
長 

竹
　
内
　
文
　
雄

副
組
合
長
理
事 

東
　
藤
　
冨
士
雄

代
表
理
事
専
務 

吉
　
田
　
誠
　
一

代
表
理
事
常
務 

柄
　
田
　
俊
　
樹

代
表
監
事 

今
　
村
　
文
　
雄

常
勤
監
事 

山
　
口
　
光
　
男

 

　
　
他
　
役
職
員
一
同

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶

代
表
理
事
組
合
長

　

竹

内

文

雄

　
謹
ん
で
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
四
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
組
合
員
皆
様
並
び
に
関
係
各
位
か
ら
旧
年
中

に
賜
り
ま
し
た
ご
支
援
、
ご
協
力
に
対
し
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
五
十
七
年
ぶ
り
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
コ
ロ
ナ

下
の
厳
し
い
中
で
開
催
さ
れ
、
国
民
に
大
き
な
感
動
を
与
え
る
大
会
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
停
滞
し
て
い
た
経
済
活
動
等
は
十
一
月
、
国
の

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
て
以
降
回
復
の
兆
し
が
見
ら
れ
る
中
、
新
た
な
変
異

株
の
発
生
に
よ
り
感
染
症
の
長
期
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
三
年
産
米
の
需
給
情
勢
は
米
の
消
費
減
退
と
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

消
費
減
少
か
ら
生
産
者
米
価
は
大
幅
な
下
落
と
な
り
、
水
稲
農
業
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
お
り
農
業
経
営
へ
の
対
策
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
四
年
産
米

に
向
け
て
も
前
年
か
ら
の
過
剰
在
庫
か
ら
、
米
価
安
定
の
た
め
引
き
続
き
主
食

用
米
の
過
剰
作
付
け
抑
制
へ
の
転
作
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
農
業
者
の
所
得

増
大
に
向
け
て
は
、
水
田
フ
ル
活
用
の
政
策
を
基
本
に
地
域
環
境
を
生
か
し
た

農
産
物
の
生
産
と
国
の
政
策
交
付
金
の
確
保
が
、
農
業
経
営
の
向
上
に
大
変
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
Ｊ
Ａ
は
「
第
五
次
中
期
３
ヵ
年
計
画
」
の
最
終
年
度
と
し
て
、
自
己
改
革

目
標
の
「
農
業
者
の
所
得
増
大
」
「
農
業
生
産
の
拡
大
」
「
地
域
の
活
性
化
」

お
よ
び
「
広
域
合
併
実
現
の
協
議
と
経
営
基
盤
の
強
化
」
に
む
け
て
取
組
み
を

す
す
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
下
の
事
業
活
動
で
は
、
内
食
の
増
大
に
伴
い
農
産
物
直
売
所
「
よ
ら
ん

か
い
ね
ぇ
広
場
」
の
利
用
が
増
大
し
、
地
域
直
売
所
の
意
義
や
価
値
が
評
価
さ
れ

る
と
と
も
に
生
産
者
の
所
得
の
増
大
と
地
産
地
消
の
拡
大
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
一
支
店
一
協
同
活
動
で
は
「
ふ
れ
あ
い
即
売
会
」
「
農
業
ま
つ
り
」
を
開
催

し
、
多
く
の
組
合
員
皆
様
に
参
加
・
参
画
を
賜
り
食
と
農
の
重
要
性
と
人
々

の
ふ
れ
あ
い
強
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
産
丸
イ
モ
の
「
白
山

丸
イ
モ
味
わ
い
フ
ェ
ア
」
を
白
山
市
と
合
同
で
開
催
し
消
費
の
拡
大
と
宣
伝
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
女
性
部
と
「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

活
動
」
を
実
施
し
管
内
外
の
多
く
の
方
か
ら
提
供
さ
れ
た
食
料
品
は
、
白
山
市

社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
必
要
な
方
に
贈
ら
れ
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
金
融
事
業
は
低
金
利
環
境
か
ら
事
業
収
益
が
年
々
減
少
し
経
営
は
大
き
く

変
化
す
る
中
、
昨
年
は
新
た
に
組
合
員
生
活
の
向
上
に
む
け
た
融
資
事
業
の

拡
充
強
化
の
一
環
と
し
て
、
地
元
建
築
業
者
と
の
事
業
提
携
や
マ
ネ
ー
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
生
活
購
買
面
で
は
昨
年
十
二
月
に
地
域
の
く
ら
し
支
援
強
化
を
目
的
に
Ａ

コ
ー
プ
手
取
店
の
増
改
築
工
事
を
行
い
、
売
場
面
積
の
拡
張
・
品
揃
え
の
充
実

に
よ
り
生
活
拠
点
機
能
の
拡
充
を
図
り
ま
し
た
。

　
令
和
四
年
の
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
は
更
な
る
厳
し
さ
が
予
測
さ
れ
る
た
め

経
営
基
盤
の
一
層
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
各
面
で
の
改
善
改
革
の
取

組
み
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
事
業
環
境
は
大
変
厳
し
い
中
、

本
年
も
Ｊ
Ａ
は
組
合
員
の
営
農
と
生
活
の
向
上
に
む
け
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
組
合
員
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
お
祈
り
し
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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「
ひ
ゃ
く
ま
ん
穀
」
生
産
者
部
会

白
山
石
川
支
部
検
討
会

　
12
月
23
日
、
白
山
市
鶴
来
総
合
文
化
会
館
ク
レ

イ
ン
で
「
ひ
ゃ
く
ま
ん
穀
」
生
産
者
部
会
白
山
石
川

支
部
検
討
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
で
は
令
和
３
年
産
ひ
ゃ
く
ま
ん
穀
の
品
質
の

振
り
返
り
や
次
年
度
に
向
け
た
情
報
共
有
の
他
、

収
量
確
保
に
向
け
た
優
良
事
例
と
し
て
農
事
組
合

法
人
西
ノ
村
営
農
組
合
の
取
組
み
が
紹
介
さ
れ
、

代
表
の
中
田
善
博
さ
ん
が
他
の
生
産
者
か
ら
の
質
問

に
答
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

所得
 増大

生産
 拡大

そ
ば
生
産
者
会
議
開
催

　
12
月
21
日
、鳥
越
公
民
館
で
「
そ
ば
生
産
者
会
議
」

が
開
催
さ
れ
、
そ
ば
の
生
産
者
14
名
が
参
加
し
竹
内

組
合
長
の
挨
拶
の
あ
と
管
内
そ
ば
生
産
の
現
状
と
課

題
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
令
和
３

年
産
そ
ば
の
目
標
で

あ
っ
た
10
ア
ー
ル
あ
た

り
50
キ
ロ
の
収
量
を
達

成
し
た
こ
と
や
新
規
販

売
先
を
開
拓
で
き
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、そ
ば
の
産
地
化
・

ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
す

う
え
で
重
要
な
安
定
生

産
・
供
給
を
図
る
た
め
、

そ
ば
部
会
の
設
立
に
つ

い
て
も
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。

所得
 増大

生産
 拡大

エ
ア
リ
ー
フ
ロ
ー
ラ

　シ
ー
ズ
ン
に
向
け
準
備
中
で
す

　
石
川
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
フ
リ
ー
ジ
ア
「
エ
ア

リ
ー
フ
ロ
ー
ラ
」
は
２
０
１
２
年
（
平
成
24
年
）
に

デ
ビ
ュ
ー
し
、
今
で
は
旅
立
ち
を
祝
う
花
と
し
て

全
国
的
に
知
名
度
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
管
内
で
エ
ア
リ
ー
フ
ロ
ー
ラ
を
生
産
す
る
農
事

組
合
法
人
　
ど
ー
や
フ
ァ
ー
ム
Y
Y
（
小
柳
町
）

で
は
、
昨
年
よ
り
８
千
個
増
の
２
万
８
千
個
の
球
根

を
植
え
付
け
、
花
の
色
も
４
種
類
か
ら
６
種
類
へ

と
生
産
を
拡
大
。
ま
た
、
従
来
通
り
の
栽
培
方
法

以
外
に
も
省
力
化
・
効
率
化
の
た
め
様
々
な
工
夫

を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

所得
 増大

生産
 拡大

営農だより 

第
９
回
理
事
会

日
時
／
令
和
３
年
12
月
27
日（
月
）午
後
１
時
30
分
〜

審
議
事
項

第
１
号
議
案
　
令
和
３
年
度 

期
中
監
事
監
査
指

摘
事
項
に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て

第
２
号
議
案
　
Ａ
コ
ー
プ
手
取
店
施
設
賃
貸
借
契

約
の
改
定
に
つ
い
て

第
３
号
議
案
　
令
和
３
年
産
米
Ｊ
Ａ
予
約
出
荷
金

の
適
用
基
準
見
直
し
と
助
成
金
に
つ
い
て

第
４
号
議
案
　
出
資
口
数
の
変
動
に
つ
い
て

審
議
し
、
全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

１
　
令
和
３
年
11
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

２
　
内
部
監
査
に
関
す
る
内
部
評
価
結
果
に
つ
い
て

３
　
投
資
信
託
業
務
の
取
扱
い
に
つ
い
て（
案
）

４
　
令
和
３
年
産
米
集
荷
実
績
に
つ
い
て

５
　
令
和
４
年
産
米
の
転
作
率
の
決
定
に
つ
い
て

６
　
第
15
年
度
半
期
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
に

　
　
つ
い
て

７
　
手
取
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
の
閉
鎖
及
び
建
物
解

　
　
体
に
伴
う
釜
清
水
町
内
か
ら
の
意
見
と
対
応

　
　
に
つ
い
て

８
　
そ
の
他

①
令
和
３
年
12
月
ふ
れ
あ
い
訪
問
活
動
の
報

告
に
つ
い
て

理
事
会
だ
よ
り

　
12
月
22
日
、
白
山
市
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

活
動
」
で
集
ま
っ
た
食
料
品
と
「
愛
の
助
け
合
い
運
動
」
で
寄
贈
す
る

お
米
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
竹
内
組
合
長
か
ら
食
料
品
の
目
録
を
、
清
水

女
性
部
長
か
ら
は
お
米
を
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
村
井
会
長
に
手
渡
し

ま
し
た
。

　
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
は
食
品
ロ
ス
の
削
減
と
社
会
貢
献
を
目
的
と
し

て
、
家
庭
で
未
使
用
の
ま
ま
眠
っ
て
い
る
食
材
を
寄
付
い
た
だ
き
食
料
品

の
支
援
が
必
要
な
方
に
お
届
け
す
る
活
動
で
、
今
年
は
即
席
麺
や
レ
ト
ル

ト
食
品
・
缶
詰
や
お
菓
子
な
ど
約
3
0
0
点
を
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、「
愛
の
助
け
合
い
運
動
」
は
女
性
部
が
主
体
と
な
り
、
活
動
で
得
た

お
金
で
「
白
山
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
80
キ
ロ
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
食
料
品
の
贈
呈
を
受
け
村
井
会
長
は
「
皆
さ
ま
の
心
の
こ
も
っ
た
品
々

を
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
」「
愛
の
助
け
合
い
運
動
」

食
料
品
贈
呈
式

地域
 活性
地域
 活性

参加者からの質問に答える中田さん（写真左）

今はまだ緑色のつぼみも、
これからカラフルに色付
いていきます。

丁寧に管理を行う
代表の宮下豊樹さん（左）
と宮下祐輔さん（右）
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「
ひ
ゃ
く
ま
ん
穀
」
生
産
者
部
会

白
山
石
川
支
部
検
討
会
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23
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、
白
山
市
鶴
来
総
合
文
化
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館
ク
レ

イ
ン
で
「
ひ
ゃ
く
ま
ん
穀
」
生
産
者
部
会
白
山
石
川

支
部
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討
会
が
行
わ
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ま
し
た
。
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収
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農
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西
ノ
村
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農
組
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取
組
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介
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、
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中
田
善
博
さ
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が
他
の
生
産
者
か
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の
質
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に
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ら
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い
ま
し
た
。
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生
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者
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越
公
民
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で
「
そ
ば
生
産
者
会
議
」

が
開
催
さ
れ
、
そ
ば
の
生
産
者
14
名
が
参
加
し
竹
内

組
合
長
の
挨
拶
の
あ
と
管
内
そ
ば
生
産
の
現
状
と
課

題
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
令
和
３

年
産
そ
ば
の
目
標
で

あ
っ
た
10
ア
ー
ル
あ
た

り
50
キ
ロ
の
収
量
を
達

成
し
た
こ
と
や
新
規
販

売
先
を
開
拓
で
き
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、そ
ば
の
産
地
化
・

ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
す

う
え
で
重
要
な
安
定
生

産
・
供
給
を
図
る
た
め
、

そ
ば
部
会
の
設
立
に
つ

い
て
も
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。
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で
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石
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県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
フ
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ジ
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「
エ
ア
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フ
ロ
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ラ
」
は
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０
１
２
年
（
平
成
24
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）
に

デ
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し
、
今
で
は
旅
立
ち
を
祝
う
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と
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て

全
国
的
に
知
名
度
が
高
ま
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て
い
ま
す
。

　
管
内
で
エ
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リ
ー
フ
ロ
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ラ
を
生
産
す
る
農
事

組
合
法
人
　
ど
ー
や
フ
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ム
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Y
（
小
柳
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）

で
は
、
昨
年
よ
り
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千
個
増
の
２
万
８
千
個
の
球
根

を
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え
付
け
、
花
の
色
も
４
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と
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を
拡
大
。
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た
、
従
来
通
り
の
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以
外
に
も
省
力
化
・
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の
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々
な
工
夫

を
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り
入
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ま
す
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和
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中
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事
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指
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に
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す
る
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２
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Ａ
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手
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令
和
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予
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用
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と
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成
金
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つ
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号
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の
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て
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議
し
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全
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和
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及
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解
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に
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釜
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水
町
内
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の
意
見
と
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て
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他
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令
和
３
年
12
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ふ
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訪
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動
の
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に
つ
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て

理
事
会
だ
よ
り

　
12
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22
日
、
白
山
市
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

活
動
」
で
集
ま
っ
た
食
料
品
と
「
愛
の
助
け
合
い
運
動
」
で
寄
贈
す
る

お
米
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
竹
内
組
合
長
か
ら
食
料
品
の
目
録
を
、
清
水

女
性
部
長
か
ら
は
お
米
を
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
村
井
会
長
に
手
渡
し

ま
し
た
。

　
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
は
食
品
ロ
ス
の
削
減
と
社
会
貢
献
を
目
的
と
し

て
、
家
庭
で
未
使
用
の
ま
ま
眠
っ
て
い
る
食
材
を
寄
付
い
た
だ
き
食
料
品

の
支
援
が
必
要
な
方
に
お
届
け
す
る
活
動
で
、
今
年
は
即
席
麺
や
レ
ト
ル

ト
食
品
・
缶
詰
や
お
菓
子
な
ど
約
3
0
0
点
を
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、「
愛
の
助
け
合
い
運
動
」
は
女
性
部
が
主
体
と
な
り
、
活
動
で
得
た

お
金
で
「
白
山
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
80
キ
ロ
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
食
料
品
の
贈
呈
を
受
け
村
井
会
長
は
「
皆
さ
ま
の
心
の
こ
も
っ
た
品
々

を
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
」「
愛
の
助
け
合
い
運
動
」

食
料
品
贈
呈
式

地域
 活性
地域
 活性

参加者からの質問に答える中田さん（写真左）

今はまだ緑色のつぼみも、
これからカラフルに色付
いていきます。

丁寧に管理を行う
代表の宮下豊樹さん（左）
と宮下祐輔さん（右）

04Public Relations Magazine JAだより　令和４年１月発行05 Public Relations Magazine JAだより　令和４年１月発行



　
12
月
14
日
、
本
店
多
目
的
ホ
ー
ル
で
第
３
回

グ
リ
ー
ン
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ
が
開
催
さ
れ
女
性

部
の
部
員
19
名
が
参
加
し
、
し
め
飾
り
作
り
を
行
い

ま
し
た
。

　
20
年
以
上
続
く
人
気
の
講
座
で
毎
年
参
加
さ
れ
て

い
る
方
も
多
く
、
稲
わ
ら
か
ら
縄
を
編
み
、
お
正
月

飾
り
と
一
文
字
を
手
際
よ
く
完
成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

第
３
回
グ
リ
ー
ン
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ

し
め
飾
り
・
一
文
字
作
り

　
12
月
２
日
、
知
気
寺
町
の
あ
い
わ
こ
ど
も
園
で
、

林
支
部
に
よ
る
菌
床
し
い
た
け
栽
培
の
講
習
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
林
支
部
の
高
本
支
部
長
が
き
の
こ
の
種
類
と
名
前

に
つ
い
て
ク
イ
ズ
を
行
っ
た
後
、「
し
い
た
け
マ
ン
」

に
扮
し
た
盟
友
が
菌
床
の
世
話
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。

　
当
日
は
園
の
開
放
日
で
園
児
の
ご
家
族
も
見
学

さ
れ
、保
護
者
の
方
か
ら「
し
い
た
け
が
苦
手
だ
っ
た

子
供
が
、
自
分
た
ち
で
育
て
る
こ
と
で
苦
手
を
克
服

で
き
た
」
と
の
声
も
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

林
支
部
　
あ
い
わ
こ
ど
も
園
で

　
菌
床
し
い
た
け
栽
培

　
12
月
11
日
、
石
川
県
青
壮
年
部
協
議
会
の
活
動
と

し
て
、「
営
農
視
察
研
修
会
」
が
行
わ
れ
、
県
内
J
A

青
壮
年
部
関
係
者
19
名
が
参
加
し
、
う
ち
J
A
白
山

青
壮
年
部
か
ら
は
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
今
年
度
か
ら
稼
働
を
開
始
し
た

J
A
小
松
市
・
J
A
加
賀
の
野
菜
集
出
荷
施
設
と
、

県
青
協
副
委
員
長
を
務
め
る
大
音
師
さ
ん（
小
松
市
）

が
経
営
す
る
ぶ
ど
う
園
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
研
修
会
は
各
施
設
の
取
組
み
や
特
徴
を
確
認
で
き
、

ま
た
他
の
J
A
青
壮
年
部
と
の
交
流
の
場
に
も
な
り

ま
し
た
。

県
青
協
「
営
農
視
察
研
修
会
」
開
催

地域
 活性
地域
 活性

　青
壮
年
部

　女
性
部

地域
 活性
地域
 活性

大音師ぶどう園

JA小松市　野菜総合集出荷場

お
お
と
し

暮
ら
し
応
援「
マ
ネ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」開
催

　
12
月
11
日
、
つ
る
ぎ
支
店
で
「
マ
ネ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
、
20
代
か
ら
70
代
ま
で
幅
広
い
世
代
の
36
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
柄
田
常
務
の
挨
拶
で
開
会
し
、
総
務
部
に
よ
る
J
A

白
山
の
取
組
み
紹
介
の
後
、
石
川
県
住
宅
F
P
協
会

の
若
狭
ゆ
き
こ
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
、
昨
今
の

金
融
情
勢
や
豊
か
な
老
後
を
迎
え
る
た
め
に
ど
の
よ
う

な
準
備
が
必
要
か
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
た
若
狭

さ
ん
の
楽
し
く
分
か
り
や
す
い
講
義
に
、
参
加
さ
れ

た
方
は
熱
心
に
メ
モ
を
取
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
老
後
の

必
要
資
金
を
計
算
す
る
ワ
ー
ク
で
は
算
出
さ
れ
た
金

額
に
大
き
な
た
め
息
も
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

　
12
月
14
日
・
15
日
、
小
柳
町
公
民
館
で
小
柳

町
老
人
ク
ラ
ブ
が
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
を
開
催
し
、

計
36
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
12
月
14
日
、

吉
岡
公
民
館
で
げ
ん
き
会
が
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

を
開
催
し
、
11
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
地
域
の
方
と
の
交
流
も
制
限

さ
れ
る
中
、
感
染
対
策
を
万
全
に
し
な
が
ら

「
足
腰
ぴ
ん
ぴ
ん
体
操
」
で
身
体
を
動
か
し
、

健
康
増
進
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地域
 活性
地域
 活性

小
柳
町
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　  

　
（
小
柳
町
）

げ
ん
き
会
（
河
内
町
吉
岡
）

挨拶を行う柄田常務

講師の若狭ゆきこさん

令
和
４
年
度
入
組
職
員
内
定
式

　
12
月
10
日
、
本
店
で
令
和
４
年
度
入
組
職
員
の

内
定
式
が
行
わ
れ
、
内
定
者
４
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
竹
内
組
合
長
の
挨
拶
、
常
勤
役
員
・
各
部
の
部

次
長
の
紹
介
の
後
、
出
席
し
た
内
定
者
が
そ
れ
ぞ
れ

入
組
後
の
抱
負
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　
竹
内
組
合
長
は

「
組
合
員
の
皆
様

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
れ
る

職
員
に
な
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
４

月
か
ら
一
緒
に
働

く
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。」

と
話
し
ま
し
た
。

小柳町老人クラブ

げんき会

お買物券

●このお買物券は上記店舗以外
では使用できません。精算前
にレジ係員へお渡しください。

●現金との引換えはできません。
●おつりの支払いはできません。
●お１人様１枚使用できます。

￥100
有効期限 2022.2.28
使
用
可
能
店
舗

●よらんかいねぇ広場
●Aコープ蝶屋店
●Aコープ手取店
●白峰支店

㈱ ジャコム石川

ダウンロード
データでは

ご使用いただけ
ません。
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12
月
14
日
、
本
店
多
目
的
ホ
ー
ル
で
第
３
回

グ
リ
ー
ン
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ
が
開
催
さ
れ
女
性

部
の
部
員
19
名
が
参
加
し
、
し
め
飾
り
作
り
を
行
い

ま
し
た
。

　
20
年
以
上
続
く
人
気
の
講
座
で
毎
年
参
加
さ
れ
て

い
る
方
も
多
く
、
稲
わ
ら
か
ら
縄
を
編
み
、
お
正
月

飾
り
と
一
文
字
を
手
際
よ
く
完
成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

第
３
回
グ
リ
ー
ン
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ

し
め
飾
り
・
一
文
字
作
り

　
12
月
２
日
、
知
気
寺
町
の
あ
い
わ
こ
ど
も
園
で
、

林
支
部
に
よ
る
菌
床
し
い
た
け
栽
培
の
講
習
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
林
支
部
の
高
本
支
部
長
が
き
の
こ
の
種
類
と
名
前

に
つ
い
て
ク
イ
ズ
を
行
っ
た
後
、「
し
い
た
け
マ
ン
」

に
扮
し
た
盟
友
が
菌
床
の
世
話
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。

　
当
日
は
園
の
開
放
日
で
園
児
の
ご
家
族
も
見
学

さ
れ
、保
護
者
の
方
か
ら「
し
い
た
け
が
苦
手
だ
っ
た

子
供
が
、
自
分
た
ち
で
育
て
る
こ
と
で
苦
手
を
克
服

で
き
た
」
と
の
声
も
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

林
支
部
　
あ
い
わ
こ
ど
も
園
で

　
菌
床
し
い
た
け
栽
培

　
12
月
11
日
、
石
川
県
青
壮
年
部
協
議
会
の
活
動
と

し
て
、「
営
農
視
察
研
修
会
」
が
行
わ
れ
、
県
内
J
A

青
壮
年
部
関
係
者
19
名
が
参
加
し
、
う
ち
J
A
白
山

青
壮
年
部
か
ら
は
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
今
年
度
か
ら
稼
働
を
開
始
し
た

J
A
小
松
市
・
J
A
加
賀
の
野
菜
集
出
荷
施
設
と
、

県
青
協
副
委
員
長
を
務
め
る
大
音
師
さ
ん（
小
松
市
）

が
経
営
す
る
ぶ
ど
う
園
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
研
修
会
は
各
施
設
の
取
組
み
や
特
徴
を
確
認
で
き
、

ま
た
他
の
J
A
青
壮
年
部
と
の
交
流
の
場
に
も
な
り

ま
し
た
。

県
青
協
「
営
農
視
察
研
修
会
」
開
催

地域
 活性
地域
 活性

　青
壮
年
部

　女
性
部

地域
 活性
地域
 活性

大音師ぶどう園

JA小松市　野菜総合集出荷場

お
お
と
し
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催
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催
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。
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よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場

　歳
末
の
お
買
物
で
大
盛
況

　
12
月
27
日
よ
り
年
末
の
売
り
出
し
が
始
ま
り
、
足
元

の
悪
い
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
連
日
多
く
の
方
に
ご
来
店

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
お
正
月
に
必
要
な
地
元
野
菜
・
鮮
魚
や
お
せ
ち
・
お
も

ち
等
が
大
量
に
購
入
さ
れ
、
家
族
連
れ
で
楽
し
い
お
買

物
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
新
年
を
迎
え
、
今
年
も
皆
様
に
愛
さ
れ
る
店
舗
を
目

指
し
、
安
全
・
安
心
な
商
品
を
取
り
揃
え
て
ご
来
店
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　雪による事故の死者の多くは除雪中の事故によるものです。除雪中の事故は、
自宅など建物の屋根雪下ろしや雪かき等の作業中に発生しており、中でも高齢者
の比率が高いことが特徴です。

❶作業は家族、となり近所にも声かけて２人以
上で！
❷建物のまわりに雪を残して雪下ろし！
❸晴れの日ほど要注意、屋根の雪がゆるんでる！
❹はしごの固定を忘れずに！
❺エンジンを切ってから！除雪機の雪詰まりの
取り除き

❻低い屋根でも油断は禁物！
❼作業開始直後と疲れたころは特に慎重に！
❽面倒でも命綱とヘルメット！
❾命綱、除雪機など用具はこまめに
　手入れ・点検を！
10作業のときには携帯電話を持っていく！

地域
 活性
地域
 活性

管
内
農
作
物
の
鳥
獣
被
害
防
止
の
た
め

猟
友
会
へ
助
成
金
を
贈
呈

　
１
月
６
日
、
本
店
で
猟
友
会
へ
の
助
成
金
の
贈
呈
式

が
行
わ
れ
、
竹
内
組
合
長
か
ら
石
川
県
猟
友
会
白
山
支
部

の
冨
沢
支
部
長
に
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
J
A
白
山
で
は
協
力
団
体
に
対
し
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
山
麓
地
区
で
発
生
す
る
農
作
物
の
鳥
獣
被
害

を
防
ぐ
た
め
、猟
友
会
に
も
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
贈
呈
式
の
後
、
管
内
の
鳥
獣
害
の
状
況
に
つ
い
て
情

報
を
交
換
。
最
近
は
サ
ル
に
よ
る
被
害
が
多
く
発
生
し
、

家
庭
菜
園
で
収
穫
直
前
に
被
害
を
受
け
る
と
い
う
事
例

も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
訪
問
活
動
の
取
組
み
を

強
化
し
て
い
ま
す

　
J
A
白
山
で
は
組
合
員
の
皆
様
と
の
対
話
を
目

的
と
し
て
、
毎
月
15
日
以
降
の
土
曜
日
に
ふ
れ
あ

い
訪
問
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
12
月
17
日
、
本
店
で
常
勤
役
員
・
管
理
職
を
対

象
に
、
竹
内
組
合
長
が
組
合
員
と
の
対
話
の
重
要

性
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
、「
J
A
の
組
織
基
盤
や

協
同
活
動
が
年
々
変
化
す
る
中
、
組
合
員
と
向
き

合
い
し
っ
か
り
と
対
話
す
る
こ
と
が
重
要
だ
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
職
員
が
お
伺
い
し
た
際
に
は
、
J
A
へ
の
要
望

以
外
で
も
、
暮
ら
し
や
社
会
生
活
、
農
業
関
係
な

ど
何
な
り
と
お
話
を
聞
か
せ
て
下
さ
い
。

　 所得
 増大

生産
 拡大

所得
 増大

生産
 拡大

所得
 増大

生産
 拡大

ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
白
山

　
　正
月
用
お
餅
づ
く
り

　
12
月
22
日
よ
り
、
J
A
白
山
の
子
会
社
「
ア
グ
リ

サ
ポ
ー
ト
白
山
」
で
は
お
正
月
用
の
お
餅
づ
く
り

が
始
ま
り
、
連
日
た
く
さ
ん
の
お
餅
を
製
造
し
ま

し
た
。

　
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
白
山
で
製
造
す
る
お
餅
は
地
元

産
か
ぐ
ら
も
ち
を
１
０
０
％
使
用
し
た
つ
き
た
て

の
美
味
し
い
お
餅
で
す
。
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場

で
も
好
評
で
、
店
頭
に
並
ん
だ
分
は
す
ぐ
に
売
り

切
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

所得
 増大

生産
 拡大

除雪中の事故（雪下ろしや雪かき中の事故）に
注意しましょう！

除雪中の事故（雪下ろしや雪かき中の事故）に
注意しましょう！

屋根からの転落
雪下ろし中に屋根の上で転倒し
たり、雪が滑り落ちてきてバラ
ンスを崩して転落する事故

除雪機の事故
エンジンを止めずに、雪
詰まりを取り除こうとして
巻き込まれる事故（約７割
が40～50代）

除雪作業中に
心筋梗塞などを発症
寒い屋外での重労働によっ
て作業中に心肺停止などで
倒れる事故

屋根からの落雪
軒下で除雪中に落雪
で埋まる、落雪が直
撃する事故

水路等への転落
融雪槽に投雪中、槽内に
転落する事故（発見まで
時間がかかり、死亡
に至る例も）

除雪事故に遭わないために ～命を守る除雪中の事故防止10箇条～

　３月19日実施予定のふれあい訪問
では、一部の地区についてはJAの
役員が同行させて頂きます。ぜひ
皆さまの貴重なご意見をお聞かせ
ください。

除雪中
の

事故は
こんなケース、こんな原因で起きています！

出典：首相官邸ホームページより

竹内組合長（中央左）と冨沢支部長（中央右）
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❸晴れの日ほど要注意、屋根の雪がゆるんでる！
❹はしごの固定を忘れずに！
❺エンジンを切ってから！除雪機の雪詰まりの
取り除き

❻低い屋根でも油断は禁物！
❼作業開始直後と疲れたころは特に慎重に！
❽面倒でも命綱とヘルメット！
❾命綱、除雪機など用具はこまめに
　手入れ・点検を！
10作業のときには携帯電話を持っていく！

地域
 活性
地域
 活性

管
内
農
作
物
の
鳥
獣
被
害
防
止
の
た
め

猟
友
会
へ
助
成
金
を
贈
呈

　
１
月
６
日
、
本
店
で
猟
友
会
へ
の
助
成
金
の
贈
呈
式

が
行
わ
れ
、
竹
内
組
合
長
か
ら
石
川
県
猟
友
会
白
山
支
部

の
冨
沢
支
部
長
に
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
J
A
白
山
で
は
協
力
団
体
に
対
し
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
山
麓
地
区
で
発
生
す
る
農
作
物
の
鳥
獣
被
害

を
防
ぐ
た
め
、猟
友
会
に
も
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
贈
呈
式
の
後
、
管
内
の
鳥
獣
害
の
状
況
に
つ
い
て
情

報
を
交
換
。
最
近
は
サ
ル
に
よ
る
被
害
が
多
く
発
生
し
、

家
庭
菜
園
で
収
穫
直
前
に
被
害
を
受
け
る
と
い
う
事
例

も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
訪
問
活
動
の
取
組
み
を

強
化
し
て
い
ま
す

　
J
A
白
山
で
は
組
合
員
の
皆
様
と
の
対
話
を
目

的
と
し
て
、
毎
月
15
日
以
降
の
土
曜
日
に
ふ
れ
あ

い
訪
問
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
12
月
17
日
、
本
店
で
常
勤
役
員
・
管
理
職
を
対

象
に
、
竹
内
組
合
長
が
組
合
員
と
の
対
話
の
重
要

性
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
、「
J
A
の
組
織
基
盤
や

協
同
活
動
が
年
々
変
化
す
る
中
、
組
合
員
と
向
き

合
い
し
っ
か
り
と
対
話
す
る
こ
と
が
重
要
だ
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
職
員
が
お
伺
い
し
た
際
に
は
、
J
A
へ
の
要
望

以
外
で
も
、
暮
ら
し
や
社
会
生
活
、
農
業
関
係
な

ど
何
な
り
と
お
話
を
聞
か
せ
て
下
さ
い
。

　 所得
 増大

生産
 拡大

所得
 増大

生産
 拡大

所得
 増大

生産
 拡大

ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
白
山

　
　正
月
用
お
餅
づ
く
り

　
12
月
22
日
よ
り
、
J
A
白
山
の
子
会
社
「
ア
グ
リ

サ
ポ
ー
ト
白
山
」
で
は
お
正
月
用
の
お
餅
づ
く
り

が
始
ま
り
、
連
日
た
く
さ
ん
の
お
餅
を
製
造
し
ま

し
た
。

　
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
白
山
で
製
造
す
る
お
餅
は
地
元

産
か
ぐ
ら
も
ち
を
１
０
０
％
使
用
し
た
つ
き
た
て

の
美
味
し
い
お
餅
で
す
。
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場

で
も
好
評
で
、
店
頭
に
並
ん
だ
分
は
す
ぐ
に
売
り

切
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

所得
 増大

生産
 拡大

除雪中の事故（雪下ろしや雪かき中の事故）に
注意しましょう！

除雪中の事故（雪下ろしや雪かき中の事故）に
注意しましょう！

屋根からの転落
雪下ろし中に屋根の上で転倒し
たり、雪が滑り落ちてきてバラ
ンスを崩して転落する事故

除雪機の事故
エンジンを止めずに、雪
詰まりを取り除こうとして
巻き込まれる事故（約７割
が40～50代）

除雪作業中に
心筋梗塞などを発症
寒い屋外での重労働によっ
て作業中に心肺停止などで
倒れる事故

屋根からの落雪
軒下で除雪中に落雪
で埋まる、落雪が直
撃する事故

水路等への転落
融雪槽に投雪中、槽内に
転落する事故（発見まで
時間がかかり、死亡
に至る例も）

除雪事故に遭わないために ～命を守る除雪中の事故防止10箇条～

　３月19日実施予定のふれあい訪問
では、一部の地区についてはJAの
役員が同行させて頂きます。ぜひ
皆さまの貴重なご意見をお聞かせ
ください。

除雪中
の

事故は
こんなケース、こんな原因で起きています！

出典：首相官邸ホームページより

竹内組合長（中央左）と冨沢支部長（中央右）
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白山農業協同組合
（@ja.hakusan）

白山農業協同組合
（@ja.hakusan）

JA白山
（@530vzuic）

（令和３年11月末実績参考）

組合員数  6,967名（団体含）

貯金残高 76,719百万円

貸出金残高 13,368百万円

長期共済保有高 1,869億円

購買品供給高 1,532百万円

販売品取扱高 643百万円

私たちの 無料税務相談会
■ 開 催 日 時

■ 開 催 場 所

令和４年１月25日㈫　
令和４年２月25日㈮　
JA白山  本店

■ お問い合わせ・お申込先 本店総務課 藤本
■ 顧問税理士 税理士 本田　英夫（㈱アーマス）

要予約

お申込み順に受け付けております。

FAX 273-0690TEL 272-3333
e-mail  soumu@hakusan.is-ja.jp

午前９時～12時（基本30分単位）

特 集 年頭のご挨拶

毎月JA白山の広報誌「JAだより」をご愛読いただきありがとうございます。
さて、誠に勝手ながら次号２月号を休刊とさせていただきますので、ご案内申し上げます。
２月の行事等につきましては、来月号の各支店だよりをご覧ください。
今後ともJAだよりをご愛読いただけますようお願い申し上げます。　　　　　 総務部

JAだより２月号休刊のお知らせ

今月は、お買物券付き
今年の干支は壬寅（みずのえとら）です。一説によると、壬寅には
「新しい成長の礎が生まれる」という意味があると言われています。

表紙の写真
寅の鉢植え

※ローンのご利用は、JA所定の資格・要件を満たす方に限らせていただきます。
※審査の結果、ローン利用のご希望に添えない場合もございますので、ご了承く
ださい。※ローン商品の詳しい内容につきましては、店頭に説明書をご用意して
おります。※店頭にて返済額の試算を承っております。※お借入時、繰上返済や
返済条件を変更する際には、別途JA所定の手数料が必要となる場合がございます。

●適用金利は金利情勢の
変化により見直しさせ
ていただく場合があり
ます。

●ご利用に際しては、組
合員加入のための出資
が必要になる場合がご
ざいます。
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